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大学運営会議（第１４回）議事要録 

 

日  時 令和４年１１月２２日（火） 午前１０時００分～午前１１時２３分 

 

場  所 大会議室 

 

出 席 者 学長、総務担当理事、財務担当理事、連携担当理事、学務担当副学長、附属学校部長、 

経営企画課長、財務課長、施設課長、教務課長、学生課長、入試課長、共創支援課長、 

学術情報課長、研究支援・多文化共生推進課長、附属学校室長 

 

欠 席 者 な し 

 

配付資料  資料 1 「令和４年人事院勧告等に伴う本学役職員の給与の取扱方針（案）について」 

     資料 2 「特定年俸制職員の給与制度の改正について」 

     資料 3 「令和４年度学内追加配分」【終了後削除】 

     資料 4 「令和５年４月からのボランティアコーディネーターの選考結果報告について」 

     資料 5 「附属学校改革案 Ver12.0」【終了後削除】 

     資料 6 「【新旧対照表】宮城教育大学専門委員会規程（案）」、 

         「【制定】宮城教育大学教育学部における授業運営部会に関する規程（案）」、 

         「【新旧対照表】宮城教育大学の教員組織及び教育組織に関する規程（案）」、 

         「【新旧対照表】宮城教育大学教育学部教育課程及び履修方法に関する規程（案）」、 

         「（参考資料）【制定】宮城教育大学教育学部における授業科目の出講元に係る申合せ 

（案）」、 

         「（参考資料）授業運営部会 部会員一覧（案）」 

     資料 7 「青葉山キャンパスの整備に関する後期基本構想検討委員会規程」 

     資料 8 「兼業について」 

     資料 9 「自治体別 令和５年（令和４年度実施）公立学校教員採用試験受験状況等」 

     資料 10 「在宅勤務の実施に関する要項の一部改正案」 

 

議  事 

１１月４日（金）開催の大学運営会議（第１３回）の議事要録は、原案どおり確認された。 

  

１ 本学の管理運営について 

○ 審議事項 

（１）令和 4年人事院勧告に伴う本学役職員の給与の取扱方針(案)について 

財務担当理事から、配付資料１に基づき説明があり、審議の結果、一部数値を修正することとし、了承した。 

 

（２）特定年俸制度の取扱方針(案)について 

財務担当理事から、配付資料２に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

（３）令和 4年度学内追加配分について 

財務担当理事から、配付資料３に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

（４）令和 5年 4月からのボランティアコーディネーターの採用・配置について 

連携担当理事から、配付資料４に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

（５）附属学校改革案(その 2)附属学校規模の変更について 

連携担当理事から、配付資料５に基づき説明があり、審議の結果、今後検討を進めることを含め、了承した。 
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（６）授業運営部会の設置に係る諸規則の改正等について 

学務担当副学長から、配付資料６に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

（７）青葉山キャンパスの整備に関する基本構想検討委員会規程について 

事務局長から、配付資料７に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

（８）宮城教育大学職員の新型コロナウイルス感染の防止に係る在宅勤務の実施に関する要項の一部改正について 

事務局長から、配付資料１０に基づき説明があり、審議の結果、一部文言を修正する可能性があることを含 

め、了承した。 

 

（９）兼業の許可について 

経営企画課長から、配付資料８に基づき説明があり、審議の結果、了承した。 

 

（10）その他 

   な し 

 

 

○ 報告事項 

（１）令和 5年度(令和 4年度実施)教員採用試験受験状況について 

連携担当理事から、配付資料９に基づき報告があった。 

 

（２）その他 

   ・総務担当理事より、新型コロナウイルス感染症の第８波にあると思われる現状について 

学内の感染状況に関する報告と、換気等の感染予防対策の実施について注意喚起があった。 

 

   ・事務局長より東北創生国立大学アライアンスの教員養成連絡協議会にて第一次まとめ（案）の方向性が 

ほぼまとまったため、今後学内審査予定であり、今後の方向性について 11月 25日（金）に文部科学省 

へ説明に行く予定でることについて報告があった。 

また、学長より文部科学省への訪問内容について、具体的に東北教育大学構想の一環でリーダーシップ 

をとって教員養成を連携しながら集約する、という方向に向けて本学が行動することについて説明予定 

である旨、補足説明があった。 

 

２ その他 

   な し 

 

以 上 


